
可
決
さ
れ
た
議
案

○
平
成
十
五
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算次

の
内
容
で
総
額
十
八
億
六
千

九
百
六
十
万
五
千
円
を
補
正
す
る

も
の
で
す
。

①
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
支
援
費

や
児
童
扶
養
手
当
に
要
す
る
経
費

の
追
加

②
Ｒ
Ｄ
Ｆ
（
ご
み
固
形
燃
料
）
関

連
施
設
の
防
火
対
策
の
強
化
に
必

要
な
施
設
整
備
費
の
追
加

③
市
債
の
発
行
抑
制
に
伴
う
公
債

費
の
減
額

○
児
童
福
祉
施
設
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
案

中
央
区
に
新
た
に
「
し
せ
い
か

ん
保
育
園
」（
四
月
開
園
予
定
）
を

設
置
す
る
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
名

称
と
位
置
を
定
め
る
と
と
も
に
、

指
定
管
理
者
に
保
育
園
の
管
理
を

行
わ
せ
る
場
合
の
基
準
な
ど
を
定

め
る
も
の
で
す
。

○
子
育
て
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
条

例
案中

央
区
に
新
た
に
「
子
育
て
支

援
総
合
セ
ン
タ
ー
」（
四
月
開
館
予

定
）
を
設
置
し
、
そ
の
管
理
運
営

に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る

も
の
で
す
。

○
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
条
例
案

初
期
救
急
体
制
の
一
層
の
充
実

を
図
る
た
め
、
公
の
施
設
と
し
て

新
た
に
「
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
」

（
四
月
開
館
予
定
）
を
設
置
す
る

こ
と
に
伴
い
、
そ
の
名
称
、
位
置
、

使
用
料
お
よ
び
手
数
料
な
ど
を
定

め
る
と
と
も
に
、
そ
の
管
理
運
営

な
ど
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を

定
め
る
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
札
幌
市
基
金
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
な
ど

合
計
十
四
件
が
可
決
ま
た
は
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
意
見
書
案

○
裁
判
員
制
度
に
関
す
る
意
見
書

※

○
Ｄ
Ｖ
防
止
法
の
改
正
と
社
会
環

境
の
整
備
を
求
め
る
意
見
書

○
居
宅
生
活
支
援
費
の
国
庫
補
助

堅
持
を
求
め
る
意
見
書

○
雇
用
創
出
及
び
創
業
環
境
の
早

急
な
整
備
を
求
め
る
意
見
書

○
生
活
保
護
に
関
す
る
意
見
書

○
奨
学
金
制
度
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書

○
イ
ラ
ク
滞
在
邦
人
の
安
全
対
策

及
び
自
衛
隊
派
遣
に
関
す
る
意
見

書※
Ｄ
Ｖ＝

夫
・
恋
人
か
ら
の
暴
力
の
こ
と

可
決
さ
れ
た
決
議
案

○
出
資
団
体
等
に
関
す
る
決
議

教
育
問
題
こ

す

だ
さ
と
し

小
須
田
悟
士（
自
民
党
）

問

文
部
科
学
省
は
、
指
導
力
不

足
教
員
を
学
校
現
場
か
ら
外
し
て

研
修
さ
せ
る
こ
と
や
、
欠
勤
や
能

力
に
問
題
が
あ
る
場
合
に
は
、
分

限
処
分
も
含
む
人
事
管
理
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
を
指
示
し
、
各
教
育
委

員
会
は
第
三
者
を
入
れ
た
判
定
委

員
会
の
設
立
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
判

定
基
準
の
検
討
を
進
め
て
き
た
。

平
成
十
四
年
度
に
お
い
て
、
こ

の
シ
ス
テ
ム
を
実
施
し
て
い
る
全

国
の
都
道
府
県
、
政
令
市
の
指
導

力
不
足
教
員
の
認
定
は
、
二
百
八

十
九
人
で
、
う
ち
三
人
が
免
職
処

分
で
あ
る
が
、
本
市
の
現
状
を
伺

い
た
い
。ま
た
、指
導
力
不
足
教
員

に
つ
い
て
、
本
市
は
ど
の
よ
う
な

対
応
を
し
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

答

指
導
力
不
足
教
員
に
対
す
る

人
事
管
理
シ
ス
テ
ム
の
策
定
に
向

け
、
十
四
年
十
二
月
に
教
育
関
係

者
、
学
識
経
験
者
な
ど
か
ら
な
る

「
指
導
力
向
上
制
度
検
討
委
員
会
」

を
設
置
し
、
検
討
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
指
導
力
不
足
教
員
の
認
定

に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ま

で
も
、
児
童
生
徒
を
適
切
に
指
導

で
き
な
い
教
員
に
は
、
各
学
校
お

よ
び
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
個

別
に
指
導
・
研
修
を
行
う
な
ど
、

状
況
に
応
じ
た
適
切
な
措
置
を
講

じ
て
き
た
。

ま
た
、
指
導
力
不
足
教
員
に
対

す
る
対
応
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

審
査
判
定
の
基
準
、
指
導
力
向
上

の
た
め
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て

お
り
、
十
六
年
度
か
ら
こ
の
シ
ス

テ
ム
を
運
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
和
行
政

み
や
け
ゆ

み

三
宅
由
美（
民
主
党
・
市
民
の
会
）

問

イ
ラ
ク
派
遣
部
隊
は
道
内
の

陸
上
自
衛
隊
の
全
師
団
か
ら
編
成

さ
れ
、
始
め
の
六
カ
月
だ
け
で
延

べ
千
数
百
人
が
派
遣
さ
れ
る
と
み

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
道
内
の
隊

員
や
家
族
の
不
安
は
日
々
高
ま
っ

て
い
る
。
約
七
千
四
百
人
の
自
衛

隊
員
が
駐
屯
し
、
そ
の
家
族
が
暮

ら
す
札
幌
の
市
長
と
し
て
、
自
衛

隊
の
イ
ラ
ク
派
遣
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
見
解

を
伺
い
た
い
。

ま
た
、
平
成
十
六
年
七
月
に
札

幌
市
で
開
催
さ
れ
る
国
連
軍
縮
会

議
を
全
国
の
市
長
や
自
治
体
と
平

和
問
題
で
連
携
す
る
好
機
と
と
ら

え
て
、
会
議
や
共
同
声
明
の
発
信

な
ど
を
呼
び
掛
け
て
み
て
は
ど
う

か
、
併
せ
て
伺
い
た
い
。

答

最
近
の
イ
ラ
ク
の
治
安
情
勢

代
表
質
問
か
ら

今
回
の
定
例
会
で
は
、
十
二
月
二
日
、
三
日
の
二
日
間
の
日
程
で
代
表
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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～～平平成成１１５５年年第第４４回回定定例例会会

昨昨年年１１２２月月９９日日にに閉閉会会ししたた第第４４回回定定例例会会（（会会期期１１４４日日間間））ににつついいてて、、
先先月月号号にに引引きき続続きき１１２２月月１１日日以以降降のの審審議議内内容容ををおお知知ららせせししまますす。。
ままたた、、各各委委員員会会のの活活動動状状況況（（１１２２月月１１日日～～１１月月１１００日日））ににつついいてて

ももおお知知ららせせししまますす。。
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補補正正予予算算ななどどをを可可決決
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